
 

平成 25 年 10 月 27 日（日）に竜田川クリーンキャンペーンを実施しました。直前に大型の台風が接

近し開催が危ぶまれましたが、当日は快晴になり、竜田川流域の 10 自治会、8 団体、4 事業者、

環境美化推進委員の約 1,000 名の参加で川沿い、川底、歩道の清掃活動及びごみのポイ捨て

禁止の呼びかけを行いました。また、10 月 1 日に「生駒市まちをきれいにする条例」が改正され、ご

みのポイ捨て、フン放置等に過料の罰則が科せられることを住民に周知するために南コミュニティセン

ターせせらぎ、ホームセンターダイキ南生駒店の 2 ヶ所で街頭啓発活動を行いました。 

ポイ捨て禁止の街頭啓発 

平成 25 年で 18 回目を迎える竜田川クリーンキャンペ

ーンは、地元住民の方はもとより、市民団体や地元の

企業の方々のご協力で地域に根付いた活動として少

しづつ範囲を拡大しながら続けることが出来ています。

今年も清掃範囲を延長し（延長区間：東生駒川 坊

ノ浦橋上流から辻橋下流）全長約 3.4 キロメートルの

清掃活動を行いました。辻町自治会、環境美化推進

委員、生駒台少年消防クラブ、近畿大学硬式野球

部、㈱奥村組の皆さんに新たに参加いただき、さらに充

実した活動となりました。 

 

川に投棄され回収したごみ 

クリーンキャンペーン前の台風でごみが流されている影響も

あり、昨年に比べるとごみの量は少なく、単車や自転車の

投棄台数も減りました。しかし未だに自転車や傘、鉄パイ

プなどが一部のこころない人に投棄されており、毎年のクリ

ーンキャンペーンで見つかっています。竜田川の水質は平成

23 年度、24 年度と連続して川の汚れの度合いを示すＢＯ

Ｄ（生物化学的酸素要求量）の数値が観測地点の内 1
地点で環境基準値以下となりきれいになってきていることが

数値でも明らかになっています。流域に住む方々だけでな

く、より多くの人が川を共有の財産であるという意識を持つ

ために、市民の方々と協働して、さらに啓発活動等を行っ

ていきたいと思います。

Ｈ２５竜田川クリーン

キャンペーン清掃実績 

清掃・啓発活動の様子 

ごみの回収量

可燃物（ｋｇ） 3,950

不燃物（ｋｇ） 960

単車（台） 1

自転車（台） 7


